
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支柱と該支柱に挟着される取付具と該取付具に固定され植物を支持する線材部品とから
構成され、支柱は断面が円形で植物の周辺に立設され、取付具は支柱に対して側面から挟
着される挟着部と線材部品の端部が上方から差し込み固定される差込孔とが備えられ、挟
着部は支柱の断面外周の１／２以上の外側面に密着して固定される合成樹脂製の弾性体か
らなり、挟着部の相対する先端側にそれぞれ差込孔が形成されたことを特徴とする植物支
持具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、草木等植物周辺に立設された支柱に取り付けられる取付具を介し、植物の種
類，大きさ等に応じた用途毎の形状となされた線材部品が取り付けられて草木等植物を支
持する植物支持具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、草木等植物の茎の支持、蔓植物の下地、拡がりの矯正など草木等植物の成長に合
わせて植物の周辺に立設された支柱に紐を用いて植物の支持を行う方法の他、支柱と囲い
部材、引っ掛け部材などを用いる方法が提案されている。
【０００３】
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　すなわち、実開昭６０－８９８５０号には柱状体に一体的に突出部を設け又は柱状体に
突出部材を挿通させて取り付け、突出部あるいは突出部材に形成された挿通孔に線状体か
らなる植物支持具を装着させる方法が開示されている。また、実用新案登録第３０５０４
５７号においては、線状体からなる囲い部材を挿通させるための貫通孔を備えた上下２枚
のプレートを設け、これらプレートと一体的に形成された支柱挟持部によって支柱に挟持
させて取り付け、囲い部材の線状体端部を前記プレートの貫通孔に挿通させた上、前記線
状体端部に保護部材を取着させて固定させる草木の支持構造が提案されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、実開昭６０－８９８５０号においては突出部材が柱状体と一体で高さ調
整が不可能で植物の成長に対応できず、あるいは柱状体に対し突出部材をあらかじめ挿通
させて取り付けておかなければならず組み立てが不便である。そしてまた、実用新案登録
第３０５０４５７号においても、支柱挟持部によって支柱に着脱自在に挟持させて取り付
けできるものの金属プレートであるため変形によって脱落する心配があり、また金属製の
端部は支柱や植物を傷付けてしまう恐れがあり、さらに線状体端部に取着される保護部材
は外れ易く、保護部材が外れてしまった場合に支柱挟持部の２枚のプレートの下段の貫通
孔から端部が抜けてしまって、囲い部材はグラグラして安定が悪くなり用を足さなくなっ
てしまう等の問題が多々含まれている。さらに、部材構成が複雑であるため取扱い不便で
煩雑でもある。
【０００５】
　そこで、本発明においては、植物の種類，大きさや成長に合わせて臨機応変に組み立て
，取り付けが簡単に着脱自在に対応できて、支柱や植物を傷付けることなく確実に安定し
て草木等植物の茎の支持、蔓の下地構成、拡がりの矯正などを行うための、草木等植物を
支持する植物支持具を提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　記目的を達成するために、本発明植物支持具は、支柱と該支柱に挟着される取付具と該
取付具に固定され植物を支持する線材部品とから構成され、支柱は断面が円形で植物の周
辺に立設され、取付具は支柱に対して側面から挟着される挟着部と線材部品の端部が上方
から差し込み固定される差込孔とが備えられ、挟着部は支柱の断面外周の１／２以上の外
側面に密着して固定される合成樹脂製の弾性体から構成されるものである。
【０００７】
　また、本発明植物支持具に係る偶数の差込孔が、取付具を支柱に挟着させた際に該支柱
に対し相互に対称の位置に配置がなされたものである。
【０００８】
　そしてまた、本発明植物支持具に係る挟着部の背後にあたる取付具の外側面に２個のつ
まみが突設され、これら２個のつまみを狭めた際に挟着部の間隔が拡幅されるようになさ
れたものである。
【０００９】
　さらにまた、本発明植物支持具に係る挟着部の相対する先端側にそれぞれ差込孔が形成
されたものである。
【００１０】
　なおまた、本発明植物支持具において、支柱の外壁に突起がその支柱の長さの適宜間隔
毎に形成されたものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　以下、図面に基づいて本発明植物支持具について詳述する。図１の本発明に係る植物支
持具の実施形態の例は、植木鉢に支柱１を複数本数立設し、これら支柱１の側面から取付
具２（２１，２２）が挟着され固定され、取付具２には差込孔２０が縦方向に形成され、
複数の支柱１に挟着固定された複数の取付具２の差込孔２０間に植物を支持する線材部品
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３の端部が上方から差し込み固定されて植物鉢植え棚が構成され、本実施の形態例の場合
は差込孔２０が１個，２個それぞれ形成された取付具２１，２２が用いられ、蔦植物の育
成用に線材部品３として周回部材３１や上部部材３２が用いられたものである。
【００１２】
　支柱１は、アルミニウム管や鋼管等金属パイプに塩化ビニルやポリエチレン，ポリプロ
ピレン等の熱可塑性樹脂が被覆されたものや、金属パイプに粉体塗装や流動浸漬等による
肉厚の塗膜が形成されたものが一定の外径寸法を維持していて、かつ耐候性に優れる等の
利点から好適に用いられる。
【００１３】
　そして支柱１の断面外周の１／２以上の外側面に密着されて支柱１に挟着固定される取
付具２としては、ポリアセタール，ポリカーボネート等の熱可塑性樹脂による射出成形品
や、あるいは塩化ビニルやＡＢＳ樹脂等によって押し出し成形後に小さいピースとなされ
た分割加工品によって製作され、支柱１に挟着固定の際に支柱１の外側面に密着して固定
される合成樹脂製の弾性体からなるもので、図４の（ａ）に示す取付具２の実施形態例に
示す如く、支柱１に挟着固定される挟着部２４を有するとともに、草木等植物を支持する
線材部品３の端部が上方から差し込み固定可能なように縦方向に開穿された差込孔２０が
形成されている。差込孔２０の内径は植物を支持する線材部品３の線径より僅かに大きい
寸法となされ少々余裕をもっているので、線材部品３の取付時にその端部が差し込み易く
、また例えば図１に表す如く支柱１が正確に直立していない場合においても線材部品３を
難なく取り付けることができる。さらに、取付具２に形成された差込孔２０は縦方向に開
穿されて線材部品３の端部が上方から差し込みされているため、鉢植え棚の輪郭（実施形
態例では円形）がズレることなく維持され、また風等から受ける横方向の力に対しても線
材部品３が抜けるようなことがない。
【００１４】
　また、線材部品３としてはステンレス等の金属線材や樹脂成形品製、あるいは鉄製線材
に塩化ビニル等樹脂被覆がなされたもの，ポリエチレン等熱可塑性樹脂による流動浸漬に
よる表面処理が施されたもの等が好適に使用される。形状としては、草木等植物の茎の支
持、蔓の下地材、拡がりの矯正等の用途や植物の成長に合わせて使い分けがなされ、図１
の周回部材３１や上部部材３２の実施形態例の他、図３の茎支え材３３や花支え材３４な
ど、その他様々なものが用いられればよい。
【００１５】
　なお、図１の実施形態の例においては、支柱１に対して取付具２が鉢植え棚の外側から
取り付けられた場合を表して
いるが、図２に表すように支柱１に対して取付具２が鉢植え棚の内側から取り付けられて
いてもよい。また、図１において線材部
品の取り付けは周回部材３１について差込孔２０が２個形成された取付具２２に、上部部
材３２については差込孔２０が１個形成
された取付具２１にそれぞれの端部が差し込まれて組み立てられているが、図２の実施の
形態例では周回部材３１，３１、上部部材３２の各端部が差し込まれた３箇所の差込孔２
０が形成された取付具２３が用いられて図１と同様な鉢植え棚が構成されている。
【００１６】
　続いて、図４に基づいて取付具２の支柱１への挟着固定について説明する。同図（ａ）
は、取付具２（差込孔２０が２個、または３個）をその合成樹脂の弾性を利用して支柱１
の断面外周の１／２以上の外側面に密着して支柱１を挟着して固定しようとする説明を表
す断面図であり、同図（ａ）中に実線で示す２個（偶数）の差込孔２０，２０は、取付具
２を支柱１に挟着させた際に該支柱１に対し相互に対称の位置に配置されたものであり、
植物を支持する線材部品を経て支柱に対し対称の位置に配置された差込孔２０から取付具
２にかかる力が均等に伝わるため、不安定な力の分散によってこの鉢植え棚を構成する植
物支持具全体が歪んだりすることなく安定した構成となされる。
【００１７】
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　同図（ｂ）は取付具２の挟着部２４の背後にあたる外側面に２個のつまみ２５が突設さ
れ、これら２個のつまみ２５を（ｂ－１）→（ｂ－２）のように狭めた際に挟着部２５の
間隔が拡幅されて、取付具２を支柱１に対して取り付け易く、支柱外周への密着部分を多
くとることができるためにしっかりと挟着固定されるので外れ難くなってより堅牢な組み
立てがなされる。
【００１８】
　次に、図５に本発明実施のさらに他の実施形態について、同図（ａ）に断面図、（ｂ－
１），（ｂ－２）に使用状態の斜視図を示す。図５（ａ）は、取付具２を支柱１に挟着さ
せた際に取付具２によって支柱１の側面を巻回した巻回部２６とは反対側の挟着部２４の
相対する先端側にそれぞれ差込孔２０が形成されているため、線材部品に掛かる力はこの
取付具２の挟着をさらに強める方向に力がかかることとなり支柱外周への挟着固定がさら
に増して堅牢な組み立てがなされる。なお、図１，２の説明において述べたと同様に取付
具２は本発明植物支持具によって構成される鉢植え棚の支柱の内側から取り付けられた場
合：（ｂ－１）、外側から取り付けられた場合：（ｂ－２）いずれによっても本発明植物
支持具の構成がなされてもよい。
【００１９】
　ところでまた、図３に表した支柱１はその外壁に突起１０がその支柱１の長さの適宜間
隔で形成された場合を表しており、このような場合には取付具２を支柱１に取り付ける際
に突起１０に接して直ぐ上に位置させることにより、取付具２が突起１０に係止されてズ
レ落ちることなく植物の高さ方向に対して適切に取付具２を配置することができて好都合
となる。
【００２０】
　支柱１の外壁に突起１０を設ける方法としては、支柱１がムクの柱材あるいは金属管の
芯材に合成樹脂被覆されるような場合一般には、この支柱の押出成形時に適宜間隔に一時
的に引取速度を落とす等の方法によって、所謂“節”状の突起が形成されたものが用いら
れるが、突起を目立たせなくしたいような場合には極小さい粒状の突起が支柱の外壁に形
成されていてもよい。
【００２１】
【発明の効果】
　本発明植物支持具は、以上に述べたように支柱と該支柱に挟着される取付具と該取付具
に固定され植物を支持する線材部品とから構成され、支柱は断面が円形で植物の周辺に立
設され、取付具は支柱に対して側面から挟着される挟着部と線材部品の端部が上方から差
し込み固定される差込孔とが備えられ、挟着部は支柱の断面外周の１／２以上の外側面に
密着して固定される合成樹脂製の弾性体から構成するものであり、支柱の自在の高さ位置
に取付具とその取付具に固定される植物を支持する線材部品を簡単に取り付けできるので
、植物の種類や，大きさ、成長に合わせて臨機応変に組み立て，取り付けが簡単に着脱自
在に対応できる。また、取付具に形成された差込孔は縦方向に開穿されて線材部品の端部
が上方から差し込みされているため、組み立てられた鉢植え棚等の輪郭がズレるようなこ
となく、また風等から受ける横方向の力によって線材部品が抜けるようなことがなくて堅
牢な植物支持具が構成される。
【００２２】
　また、本発明植物支持具に係る取付具の偶数の差込孔が、取付具を支柱に挟着させた際
に支柱に対し相互に対称位置に配置された場合には、線材部品を経てこれら対称の位置に
配置された差込孔から取付具にかかる力が均等に伝わるため、不安定な力の分散によって
植物支持具全体が歪んだりすることなく安定した構成となされる。
【００２３】
　そしてまた、本発明植物支持具に係る取付具の挟着部の背後にあたる外側面に２個のつ
まみが突設され、これら２個のつまみを狭めた際に挟着部の間隔が拡幅されるようになさ
れた場合には、支柱に対する取付具の取り付けが簡単となり、加えて支柱外周への密着部
分を多くとることができるためにしっかりと挟着固定されて外れ難くなってより堅牢な組
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み立てがなされる。
【００２４】
　さらにまた、本発明植物支持具に係る挟着部の相対する先端側それぞれに線材部品の端
部を差し込むための差込孔が形成された場合には、支柱側面を巻回した巻回部と反対側の
挟着部の相対する先端側にそれぞれ差込孔が形成されているため、線材部品に掛かる力は
取付具の挟着をさらに強める方向に力がかかることとなって支柱外周への挟着固定がさら
に増して堅牢な組み立てがなされる。
【００２５】
　また、本発明植物支持具における支柱の外壁に、突起がその支柱の長さの適宜間隔毎に
形成された場合には、取付具を支柱に取り付ける際に突起に接して直ぐ上に位置させるこ
とにより、取付具が突起に係止されてズレ落ちることなく植物の高さ方向に対して適切に
取付具を配置することができて好都合となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明実施の一形態を示す斜視図（ａ）、部分斜視図（ｂ），（ｃ）である。
【図２】　本発明実施の他の一形態を示す斜視図である。
【図３】　本発明実施の別の一形態を示す斜視図である。
【図４】　本発明実施に係る、取付具の実施形態について説明する断面図（ａ）、および
（ｂ－１），（ｂ－２）である。
【図５】　本発明実施のさらに他の実施形態について表す断面図（ａ）、およびその説明
をする斜視図（ｂ－１），（ｂ－２）である。
【符号の説明】
１　　支柱
１０　突起
２　　取付具
２０　差込孔
２１～２３　取付具
２４　挟着部
２５　つまみ
３　　線材部品
３１～３４　線材部品
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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